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研究分野： 作用素環論 
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１．研究計画の概要 

（１）離散群、あるいはその測度空間への
作用から作られる von Neumann 因子環の
構造を調べ、分類する。 

（２）離散群の解析的有限近似性について
調べる。またその結果を（１）の因子環の
研究や、グラフの距離空間への埋め込み可
能性問題などに応用する。 

２．研究の進捗状況 

（１）、（２）共にいくつかの重要な成果を
得て、論文として出版した。特に、（１）
においては因子環の Cartan 部分環の構造
研究で大きな進展があった。（２）では Lie

群格子の剛性研究で新展開があった。 

３．現在までの達成度 

 ①当初の計画以上に進展している。 

 (理由) 

 もとより特定の成果を目指すのでなく、新
たな可能性を追求する研究計画であった
が、その目標は十分に達成されたと考える。
更なる飛躍も期待される。 

４．今後の研究の推進方策 
 ２３年度は離散群論の研究に注力したい。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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